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今
も
緑
豊
か
な
雑
木
林
が
多
く
残
る
三
芳
町
に
は
、
大
地
を
開
拓
し
た
先

人
た
ち
の
知
恵
が
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
夏
を
利
用
し
て
、
今
も
残
る

歴
史
あ
る
建
造
物
や
文
化
財
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

元
禄
９
年
８
月
、
今
か
ら

３
１
６
年
前
、
三
富
新
田
開

拓
の
親
「
柳
沢
吉
保
」
が
開
拓
農
民

の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
建こ
ん
り
ゅ
う立
し

ま
し
た
。
当
時
の
農
民
は
こ
の
建
立

に
よ
り
、
一
体
感
が
生
ま
れ
、
連
帯

意
識
が
芽め

ば生
え
ま
し
た
。
ま
た
、
農

民
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
大
き
な
役

割
を
果
た
し
ま
し
た
。
多
福
寺
の
周

辺
は
深
い
林
が
広
が
り
、
野
鳥
や
、

昆
虫
な
ど
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
緑

に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
場
所
と
い

う
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

静
寂
に
包
ま
れ
た
こ
の
寺
の
歴
史
に

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
現
代
の
あ
わ

た
だ
し
い
日
常
か
ら
心
を
休
め
て
、

夏
の
緑
の
葉
の
木
漏
れ
日
、
葉は

す擦
れ

の
さ
さ
や
き
、
風
の
音
に
癒い
や

さ
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ま
ち
の
歴
史
に
触
れ
る

伝
説
で
は
建
立
が
、
坂

上
田
村
麻
呂
の
時
代

と
聞
き
ま
す
か
ら
、
平
安
時

代
の
初
め
の
こ
ろ
と
言
わ
れ

ま
す
。
現
在
の
本
堂
は
安
永

歴
史
民
俗
資
料
館
に
隣
接
す
る

「
旧
池
上
家
」
は
江
戸
末
期

か
ら
明
治
初
頭
に
建
築
さ
れ
、「
旧

島
田
家
」
は
お
よ
そ
２
０
０
年
前
に

建
築
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

古
民
家
の
中
に
入
る
と
囲
炉
裏
が

ま
ず
目
に
つ
き
ま
す
。
そ
し
て
懐
か

し
い
香
り
が
漂た
だ
よい

訪
れ
る
人
を
包
み

込
み
ま
す
。
夏
の
こ
の
時
期
は
、
外

に
比
べ
て
ひ
ん
や
り
と
涼
し
さ
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
か
や

ぶ
き
屋
根
、
土
で
で
き
た
壁
。
機
械

の
な
い
時
代
に
、
暑
い
夏
を
乗
り
切

る
た
め
に
考
え
ら
れ
た
先
人
の
知
恵

が
古
民
家
に
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
古
民
家
の
中
に
入
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
月
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）
の
で
、
昔
の
農
家
の
人
々

の
暮
ら
し
に
触
れ
、
こ
の
夏
、
先
人

の
知
恵
が
詰
ま
っ
た
古
民
家
を
訪

れ
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
み
ま
せ

ん
か
。 古

民
家

歴
史
民
俗
資
料
館

三
芳
町
の
歴
史
・
文
化
を
学
び
、

ま
も
り
、
探
る
館
。
そ
れ
が

歴
史
民
俗
資
料
館
で
す
。
常
設
展
示

室
で
は
、
原
始
・
古
代
か
ら
近
世
ま

で
の
時
代
を
追
っ
た
展
示
お
よ
び
産

業
（
さ
つ
ま
い
も
）・
教
育
（
寺
子

屋
）・
芸
能（
竹
間
沢
車
人
形
）を
テ
ー

マ
に
し
た
展
示
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
別
展
示
室
兼
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
は
、
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
企
画

展
や
特
別
展
、
季
節
に
合
わ
せ
た
歳

時
記
展
示
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

資
料
館
は
旧
池
上
家
に
隣
接
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
訪
れ
た
際
に
は
あ

わ
せ
て
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
私
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多
福
寺

木
ノ
宮
地
蔵
堂

た
ち
の
住
む
三
芳
町
。
先
人
が
長
い

年
月
を
費
や
し
て
築
き
上
げ
た
三
芳

の
歴
史
を
こ
の
夏
、
資
料
館
で
触
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（
入

館
無
料
）

６
年
、
今
か
ら
２
３
５
年
前
に
再
建

さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
本
堂
内
に

は
「
木
造
の
地じ
ぞ
う
ぼ
さ
つ
は
ん
か
ぞ
う

蔵
菩
薩
半
伽
像
」
が

安
置
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
た
め
地
蔵

堂
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
縁
結
び
・

子
授
け
・
安
産
に
ご
利
益
が
あ
る
と

さ
れ
、
４
月
・
８
月
の
23
・
24
日
に

行
わ
れ
る
縁
日
に
は
親
子
連
れ
で
訪

れ
る
姿
が
見
ら
れ
、
露
店
が
立
ち
並

び
、
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

す
。
今
月
は
ち
ょ
う
ど
縁
日
が
行
わ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

静
寂
が
こ
こ
ろ
を
和
ま
せ
る

歴
史
が
こ
こ
ろ
を
躍
ら
せ
る

先
人
の
知
恵
が
詰
ま
る
古
民
家

時
代
を
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

み
よ
し
の
歴
史
・
文
化
を
学
ぶ

も
っ
と
町
が
好
き
に
な
る

４
月
・
８
月
に
縁
日
で
賑
わ
う

縁
結
び
・
子
授
け
・
安
産
に
ご
利
益

町内に残る２つの古民家　写真右
は歴史民俗資料館に隣接している

「旧池上家」の中。古民家の雰囲
気を味わいながらさまざまなイベ
ントが行われています。写真上は
上富の「旧島田家」。こちらでも
体験学習などが行われ、初夏には
カブトムシの幼虫キット作りなど
も行います。

静寂を楽しむ多福寺　写
真右は参道に続く途中に
ある「山門」から多福寺
本堂を見た様子。境内は
緑が多くあり、来場者を
涼しげに出迎えてくれま
す。写真上は多福寺本堂
外観。

年２回の縁日　４・８月の年２回、
縁日が行われ、山車も出てにぎわ
います。本堂内の天井には 107
枚の天井画が描かれています。（15
頁文化財を訪ねてをご覧ください。）
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多福寺

住所：上富 1542
駐車場：あり
バス：地蔵前下車すぐ
☎ 258-6655

（文化財保護課）

住所：上富 1501
駐車場：あり
バス：地蔵前下車
☎ 258-6655　

（文化財保護課）
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道

古民家（旧島田家）

住所：上富 1279-3（旧島
田家）　駐車場：あり
☎258-6655（文化財保護課）
※旧池上家は歴史民俗資料
館に隣接しています。

歴史民族資料館

254254

みずほ台駅入口

資料館入口

西武台高校

英インター

志木ニュータウン入口

アルペン

OSC
デオシティ新座

ケーズデンキ

西武台高

イエロー
ハット

ヤマダ
電機

主稲荷神社
泉蔵院

竹間神社

竹間沢小

アルペン

OSC
デオシティ新座

ケーズデンキ

跡見学園女子大
花蹊記念資料館花蹊記念資料館

西武台高

イエロー
ハット

ヤマダ
電機

主稲荷神社
泉蔵院

竹間神社

竹間沢小

住所：竹間沢 877
駐車場：あり
開館時間：9:00 ～ 16:30
休館日：月曜日・祝日
☎ 258-6655

特集　わが夏、わが町、わが心
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◆歴史民俗資料館のイベ
ント情報は 23 貢の「イ
ベントインフォメーショ
ン」に掲載しています。


